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R1国民参加による気候変動情報収集・分析事業
• 大学教育と連動した調査、学生の関与
• 漁業関係者

– 大洗町等でのインタビュー調査

• 農業関係者
– 大学院サステナ教育「国内実践教育演習」と連動
– 常総市農家インタビュー・アンケート

• アンケート調査：11月配布予定が台風19号豪雨水害により延期。
• 12/25〆切で、常総市全農家4,836件へ郵送配布。約1,600件回収

• 茨城町、つくば市等での圃場モニタリング
• 県内小中学校約700件へのアンケート(1月末配布)
• 「茨城大学令和元年度台風19号災害調査団」の結成

– 水戸市での水害避難アンケート調査(3月)
• シンポジウム、ワークショップ

– 6/28 設立記念シンポジウムでのアンケート
– 10/9 豪雨災害対策ワークショップ
– 12/11 「令和元年度台風19号災害調査団」報告書、報告会
– 3/10 茨城県地域気候変動適応センターシンポジウム(COVID-19により中止)
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常総市アンケート
• 農家へのインタビュー調査

後に実施

• 気候変動の農業影響と適
応策
– 水稲、野菜を区別

• 農業経営、後継者問題と
の関係も調査

• アンケート調査：11月配布
予定が10月の台風19号
豪雨水害により延期

• 12/5-12/25で、常総市全
農家4,836件へ郵送配布。

• 1,635件回収、1,619件有
効回答
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常総市農家アンケート(速報)

• 有効回答数1,619件(回収率33.5％)
– 60代以上が約86%
– 専業は約14%、土地貸与者が約36%

• 農地台帳による農家抽出
• 詳細な分析は土地貸与者を除外

– 約81%が個別農家
– 専業農家の大半は野菜農家

4

年齢構成(N=1619)

就業形態(N=1576)

経営形態(N=892)

常総市の主要青果マップ(常総市, 2019)



常総市農家アンケート(速報)

• 約84%が天候被害をある
程度経験
– 天候被害が気候変動由来

かどうかは区別せず

• 約91%が気候変動を実感

• 気候変動で好影響がある
と感じているのは約16%。
約51%が好影響とは感じ
ていない。

• 適応策の認知度は約56%
、適応法の認知度は約29
％であった。適応できる自
信があるのは約12%。

• 早期予報、財政支援、保
険への要望

• 後継者、農業継続意思に
課題

5後継者の有無(N=1011) 農業継続の意思(N=1000)

要望する支援(N＝802)



常総市農家アンケート(速報)
• 水稲

– 被害：収量低下、生
育不良、虫害、白未
熟粒

– 原因：高温、多雨、
日照不足

• 野菜
– 被害：生育不良、収

量低下、虫害、病害

– 原因：高温、多雨、
日照不足、強風等

• 適応策
– 農薬・防除、水やり、

作業時間の変更

– 将来の適応策には
栽培品種の変更、栽
培時期の変更、作物
転換も視野
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野菜

水稲

適応策

実践中の適応策(複数回答) 今後の適応策(複数回答)

主な被害(複数回答) その原因(複数回答)



常総市農家アンケート(速報)

• 経営上の工夫
– 高品質化、労働
力確保、コスト低
減、販路多角化

• 好影響(N=159)
– 品質向上、新作
物、収量増加

7主な情報源(複数回答)

実践する経営上の工夫
(複数回答)

気候変動にも有効だと思う
経営上の工夫(複数回答)

適応できる/できない理由(N=804)

気候変動の好影響(N=159)



農業の適応策

• 時間、費用、効果など
で整理

• 時間軸で適応策の使い
分け
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No 適応策 時間 コスト 効果
実施・関連主体

生産者 国・行政 研究者 JA等 企業

1 栽培管理の高度化・変更
（水・施肥管理の徹底・最適化など）

短 低 低〜中 √

2 品種の変更（現存品種） 短〜中 低 低〜中 √ (√) (√)
3 移植日の変更 短〜中 低 低〜中 √ (√) (√)

4 スマート農業化
（衛星データや気象予報の利活用）

中 中 中 √ √ √

5 気候および農業保険 中 中 中 √ √ √ √
6 新品種の開発および導入 長 高 高 √ √ √ (√) √

日本の水稲生産における適応策(増冨, 2020)

短・中・長期の適応戦略



イベント、アウトリーチ
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今後の展望
• 気候変動適応が研究から実践へ

• 気候変動適応の認知度向上

• 大学と県、市町村の連携体制の強化
– 大学と県、市町村の一部はかつてより連携協定があ
るが、一層の拡充

– 県庁内の横断。県庁連絡会議(2019.5)等
– 市町村等と連携し多くのアンケート調査

• 常総市農家アンケート、小中学校アンケート、水戸市水害避
難アンケート市町村の適応計画策定相談

• 土浦市温暖化実行計画の改定助言(2019年度末策定予定)
– 冊子「茨城県における気候変動影響と適応策：水稲へ
の影響」を作成
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参考資料
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茨城県の特徴

• 人口287万(2019.4.1)<=298.5万人
(2000.10.1)

• 首都圏近接

• 農業生産額2-3位
• かつては災害の少ない県という認識

– 2011東日本大震災、2015関東東北豪
雨、2019台風19号等

• 都道府県魅力度ランキング7年連続
最下位(2019.10)
– 何でもあるけど特徴が無い？
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茨城県の青果物産地マップ
(茨城県)



適応センター設置の経緯
• 2019.4.1 大学としては初となる地域気候変動

適応センターの設置

• 茨城大学地球変動適応科学研究機関(ICAS)
での研究蓄積
– 環境研究総合推進費S-4(2005-09)、S-8(2010-

14)、S-14(2015-19)、文科省RECCA(2010-14)
、SI-CAT(2015-19)等

• 気候変動適応法を受けて、茨城県との相談(
特に環境政策課)。公募に応募し選定される
– 気候変動適応法第13 条

• 2017.3 県地球温暖化実行計画
– 2019.1 適応計画へ位置づけ
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茨城県地域気候変動適応センターの体制
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茨城県
県内市町村等行政機関

国立環境研究所
気候変動適応センター

茨城県民

気候変動に関する科学
的知見の収集、提供

共同研究、情報提供

大学、研究機関

茨城県地域気候変動適応センター
（≒茨城大学地球変動適応科学研究機関）

• 気候変動影響、適応評価
• 気候変動影響に関するローカル情報の収集・検討
• 自治体適応策策定支援
• 公開講座、防災教育、人材育成

科学的知見
適応計画策定

地域のニーズ把握
情報提供



茨城県地域気候変動適応センターの事業

15

気候変動影響、適応評価

気候変動影響に関するローカル情報の収集・検討

自治体適応策策定支援

公開講座、防災教育、人材育成

茨城県下の気候変動、温暖化予測を行い、それらによる水環境・農業・漁業・防災等
へのリスクや影響、対策を検討する。

茨城県下で農業や漁業等に関わる人たちが気候変動・温暖化をどう捉えているか、実
際に起こっている現象について把握するとともに、既に実践されている適応策を収集
し、応用可能性について検討する。

影響評価で得られた結果を自治体に提示し、影響評価の精度検証、追加データの収
集、優先順位などを協議して、各自治体の事情に応じた適応策策定を支援する。

市民向けの公開講座、防災教育ワークショップなどを行うとともに、「適応」に関する知
識を備えて普及啓発に関われる地域人材の育成・ネットワーク化を図る。



水稲の収量予測
• 農研機構(NARO)地

域気候シナリオ2017

• RCP2.6
– 中央値は今世紀中盤

までは全生産量は微
増し、その後やや減
少し、今世紀末にか
けてやや増加する

• RCP8.5
– 中央値は今世紀中盤

までは顕著に増加。
その後世紀末にかけ
て少しずつ減少。
GCMによる幅は年次
が進むにつれて拡大(
不確実性が高い)
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水稲の収量予測
石郷岡(2020)



水稲の白未熟粒発生予測
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Masutomi et al.(2019) ERC

• コシヒカリを沖縄を除く
日本全国の水田に植え
た場合を仮定し、1km四
方で白未熟粒発生率を
推計

• 白未熟粒発生率が沿岸
の平野部から増加

• RCP8.5シナリオで対策
を講じなければ、2040年
代において日本全国の
平均発生率が現状
(2010年代)の約2倍

• 検査等級が下がること
による2040年代の経済
損失は、2010年代の約
5倍(442億円/年) RCP8.5シナリオにおける2010年代から2040年代まで

の白未熟粒発生率の地域ごとの変化



適応効果評価：高温耐性品種の導入
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• 水稲の高温
耐性品種の
導入

– 開発に時間

– 何度まで高
温耐性が必
要か試算

– 育種目標と
して活用

RCP8.5において高温耐性品種を導入した際の白未熟粒発生率[%]
(HT0, 0.5, 1, 1.5, 2の数字は何度高温耐性の品種を導入したかを示す。)

適応無


	茨城大学�
	R1国民参加による気候変動情報収集・分析事業
	常総市アンケート
	常総市農家アンケート(速報)
	常総市農家アンケート(速報)
	常総市農家アンケート(速報)
	常総市農家アンケート(速報)
	農業の適応策
	イベント、アウトリーチ
	今後の展望
	参考資料
	茨城県の特徴
	適応センター設置の経緯
	茨城県地域気候変動適応センターの体制
	茨城県地域気候変動適応センターの事業
	水稲の収量予測
	水稲の白未熟粒発生予測
	適応効果評価：高温耐性品種の導入

